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論支内容の要旨
本論文では筆者が日米共同気球実験 (JapaneseAmerican Cooperative Emulsion Experiment， JA 
































(3) 10九V/nucleon領域の鉄核成分の頻度は20--60GeV/nucleonでのJACEE3及び、100GeV / n ucleon 
領域におけるSimon等の外挿 (β-1 =1.7:t0.Oに一致し， 20Ge V / nucleon以下の領域の外挿で
(β-1 =1.5)鉄核成分がエネルギーと共に増加するという傾向は見られない。
(4) 20Ge V / nucleon以下の領域で日EA03衛星の観測結果から求められた通過物質量のエネルギー依
存性(えはR-0.6)，及び源におけるエネルギースペクトル (NdEocE -241dE)に基づいて計算したと
きに単純なleakyboxモデルで、は1012eV/nucleus領域の観測結果は説明で、きない。






















3) CC， N， 0)群， CMg， Ne， Si)群， Fe群のスペクトルはいずれも10九V以下のデータをE-2.7:t0.l 
の傾きで滑らかに外挿したものと一致している。
著者は更に銀河系内の宇宙線粒子の伝播機構について若干の考察を行っている O 宇宙線中のLi，Be， 
Bは源で作られた一次核が伝播中に星間物質と衝突して創られた二次核であり， CLi， Be， B)群と
c， N， 0)群あるいは， Fe群との成分比はエネルギーに依存している O これは一次核が伝播中に通
過する物質量がエネルギーに依存していることを示す。この依存性を説明するため，し、くつかの伝播モ
デルが提唱されているが，それらは101eV/核子以下の領域のデータに基いている O 著者はこれらのモ
デ、ルを車純に適用したので、は1012eV/核子以上の本実験のデータを説明できないことを示し，モデルの
改良の方向を示唆しているO
これらの結果は，一次宇宙線の性質について新しい知見を与え，宇宙空間の研究に著しく貢献するも
のであり，学位論文として価値あるものと認める O
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